第317回ガスクロマトグラフィー研究会

総会と講演会
主催；　（社）日本分析化学会ガスクロマトグラフィー研究懇談会

日時；　2012年2月23日（木）　13:00～17:00
会場；　薬業健保会館5F大会議室、

東京都千代田区永田町2-17-2、電話：03-3581-1231、

交通：地下鉄丸ノ内線・銀座線「赤坂見附」駅徒歩5分、半蔵門線［永田町］駅下車徒歩４分）

http://www.toyaku-kenpo.or.jp/member/01_info/images/honbu_map.pdf
プログラム

１．総会（13:00－13:30）

１）2011年度事業報告・会計報告

２）2012年度事業計画・予算案
２．講演会(13:30－17:00)
主題：カラム技術・分離の改善と最新の話題

13:30-14:30
基礎講座　気体サンプリング法の基礎と応用　　（埼玉工業大学）渡辺征夫
14:30-14:40　休息

14:40-15:20
特別講演
ガスクロ通則と関連JISの改正について　　（東京都立大学名誉教授）保母敏行



 

技術講演　－GCのハイスループット分析－
15:20-17:00　
１　「AOC-MEPSの残留農薬分析への適用」　株式会社島津製作所　和田豊仁
２　「スタティックヘッドスペース濃縮と2次元GC-MSによる水中のカビ臭原因物質の
　　　ハイスループット分析」　　ゲステル株式会社　角川淳
３　「Low Thermal Mass（LTM）技術を用いるハイスループット分析」アジレント･テクノロジー株式会社　高桑裕史
４　「水系試料中極性物質の高感度・ハイスループット分析用カウンターカーレントP&Tの開発」
ジーエルサイエンス株式会社　武井義之
５　「マルチカラム・マルチディテクターを用いたハイスループットＧＣの紹介」　
テクノインターナショナル株式会社　野口政明
３．意見交換会（17：15-19：15）　薬業健保会館内レストランにて
参　加　費；　ＧＣ研究懇談会会員：無料、会員外：1,000円
意見交換会費：2,000円（当日申し受けます）

定　員： 100名
申込締切日： ２月20日（月）
◇申込方法

1 FAX,郵便で申し込む場合；「第317回ガスクロマトグラフィー研究会参加申込」と表記のうえ、
氏名，勤務先，電話番号及びGC研究懇談会会員・会員外の別を必ず記入し，下記申込先宛までお申し込みください。（FAX用参加申込書（pdfファイル）はhttp://www.jsac.or.jp/~gc/pdf/reikai%5B1%5D.pdfです。）

意見交換会への申込もなるべく同時記載をお願いします。

FAX,郵便での申込先　〒141-0031　東京都品川区西五反田1-26-2五反田サンハイツ304号　 

　　　　　　
　　　日本分析化学会ガスクロマトグラフィー研究懇談会 

　　　　　　
　　　電話：03-3490-3351，FAX: 03-3490-3572

問合先　島津製作所応用技術部　京都アプリケーション開発センター　和田　豊仁

電話：075-823-1087，E-mail：toy-wada@shimadzu.co.jp
尚、最新情報は随時、ガスクロマトグラフィー研究懇談会のホームページhttp://www.jsac.or.jp/~gc/をご覧ください。 

